
令和４年度のごみ処理経費と収益について 

 

令和４年度の松山市のごみ処理経費と収益を以下のとおりお知らせします。 

※環境省「一般廃棄物会計基準（令和３年５月改訂）」に基づき算出しています。 

※生活系一般廃棄物及び事業系一般廃棄物を対象としています（し尿は含みません）。 

 

１．ごみ処理経費と収益について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

➢ 令和４年度のごみ処理経費は約 71億円で、市民一人当たりにかかる費用は約 14,000円でした。 

➢ 令和４年度のごみ処理過程にかかる収益は約 11億円で、市民一人当たりでは約 2,100円でした。 

【経費】 

 令和３年度 令和４年度 総額差額 

(千円) 部門 総額(千円) 市民一人当たり（円） 総額(千円) 市民一人当たり（円） 

収集運搬 2,507,528 4,938  2,616,590  5,186  109,062 

中間処理（焼却・資源化等） 3,217,189 6,336  3,243,891  6,430  26,702 

最終処分（埋立） 776,041 1,528  835,474  1,656  59,433 

管理費(広報・計画策定等) 334,504 659  384,517  762  50,013 

合計  6,835,262 13,461  7,080,471  14,034  245,210 

令和４年度は労務単価の上昇による委託料の増加などによって、総額で約２億５千万円増加しました。 

 

【収益】 

 令和３年度 令和４年度 総額差額 

(千円) 部門 総額（千円） 市民一人当たり（円） 総額(千円) 市民一人当たり（円） 

クリーンセンターなどへの搬入手数料 599,633 1,181  622,919 1,235  23,286 

資源物などの売却収入 254,265 501  386,510 766  132,245 

南クリーンセンターでの売電収入 22,375 44  25,565 51  3,190 

その他 25,448 50  19,038 38  ▲ 6,410 

合計  901,721  1,776  1,054,032  2,089  152,311 

令和４年度はペットボトルの売却単価上昇などにより資源物の売却収入が増え、総額で約１億５千万

円増加しました。 



 

２．処理原価について 

 処理原価は、以下作業部門ごとに算定しています。啓発活動、各種計画策定などの管理部門は含みませ

ん。 

 

 １kg当たりの処理原価(円) 
計算式 

R3 R4 

処理原価 46.1  48.2  処理原価÷ごみ搬入量（合計） 

収集運搬 23.2  25.0  収集運搬コスト÷ごみ搬入量（直営、委託（集団回収除く）） 

中間処理 23.1  23.6  中間処理コスト÷ごみ搬入量（直接資源化、直接埋立除く） 

最終処分 98.2  111.5  最終処分コスト÷最終処分量（直接埋立、処分残渣埋立） 

 ※単価を求める分母がそれぞれ異なるため、処理原価が収集運搬・中間処理・最終処分のコストの合計とはなりません。 

 

 

３．部門の定義 

⚫ 収集運搬部門…回収拠点等から一般廃棄物を中間処理施設・資源化施設等まで収集し、運搬す

ることを指す。  

⚫ 中間処理部門…焼却（溶融・スラグ化を含む。発電・熱利用を含む。）、資源化、埋立処分の

ための破砕、減容化等を指す。中間処理業務に加え、中間処理後の一般廃棄物

を最終処分場まで運搬する業務、及び中間処理後の資源物を資源回収業者に引

き渡すまでの業務を担う部門。  

⚫ 最終処分部門…最終処分業務を担う部門。最終処分とは、燃やさないごみ、焼却残さ、処理残

さの埋立処分を指す。埋立地の維持管理等を含む。  

 


